
５ 家庭で育みたい大切なこと 

「自分の大切さ」も「他の人の大切さ」も感じることができるこどもたちになってほ
しいですね。そのためには，こどもも大人も，正しい知識（知的理解）と人権感覚をバラ
ンスよく身に付けることが大切です。

例えば，いじめ問題の解決について考えてみましょう。 

知的理解と人権感覚の両面が育つことで， 
自分も大切に，そして他の人も大切にすることができるこどもたちが育つのではないで
しょうか。 

 
 

 

 

平成 30 年度版 人権教育指導資料「仲間づくり～参加型学習コンテンツ集～」 
に様々な参加型学習を掲載しています。 

「「自自分分のの大大切切ささ」」もも「「他他人人のの大大切切ささ」」もも感感じじらられれるるここどどももにに  

ぼくの好きなことは○○だよ。 

わたし，○○が得意なの！ 

頑張ったらほめてもらえたよ。 

つらい気持ちを聞いてもらってうれしかったよ。 

○○さん，すごいね！

わたしらしさを大事にしてくれる。 

○○さんが，助けてくれたよ。 

みんなちがって，みんないい！ 

「ごめんね」がちゃんと言えたよ。 

「ありがとう」って言ったらいい気持ち。 

いじめはしてはいけない。 

いじめは許されない行為だ。 

いじめを見ると，悲しい気持ちになる。 

いじわるな言葉を聞くと，腹が立つ。 

○○さんのつらい表情を見ると，自分も

悲しくなる。

関連 

人を排除することのおかしさや，人と協働することの心地よさを
味わうには学校だけでなく，家庭や地域での体験，様々な人との関
わりが重要です。家庭や地域も一緒になって，こどもの人権感覚を
育んでいきましょう。 
「感じ，考え，行動する」参加型学習でも人権感覚が高まります。

家庭教育学級等で 組 で

【知的理解】 【人権感覚】 

◇ 家家庭庭教教育育学学級級でで使使ええるる参参加加型型学学習習

短所を書き出して，見方を変えてみましょう。 

目立ちたがり   明るい 

あわてんぼう   行動的 

おしゃべり    社交的 

強引   頼れる 

飽きっぽい    好奇心が旺盛 

具体的な場面を想定して，伝え方をみんなで

考えてみましょう。 

〔ＹＯＵメッセージ〕 

「遅れるなら（あなたが）連絡してよ。」 

〔Ｉメッセージ〕 

「連絡が無かったから（私は）心配したよ。」 

みんなが仲良く協力しながら過ごしている教室だと「楽しいな。もっとこ

の場所にいたいな。」と心地よくなりますね。でも人の悪口が聞こえたり，仲

間外しをしたりしている教室だと，「もうここにいたくないな。」と悲しい気

持ちになりますね。そんな直感的に感じる力が「人権感覚」です。 

【リフレーミング】 【Ｉメッセージ YOU メッセージ】

５ 家庭で育みたい大切なこと 

 

「自分に自信をもって，他人と比べる事なく，幸せな毎日を送っ
て欲しい。」「思いやりのあるこどもに育ってほしい。」と思う方は，
多いと思います。 
そのために必要な『自己肯定感』。そもそも，『自己肯定感』って？ 

自己肯定感とは・・・ 

 

１ こどもをほめよう 
◎ がんばったこと，できるようになったこと

「上手に絵が描けたね。」「逆上がりができるようになったね。」 
しかし，結果ばかりをほめると，評価につながるので要注意で

す。失敗したときに，「自分はだめだ･･･」と感じてしまいます。過程を認めるとよ
いです。 

◎ 特別なことがなくても
「あなたのことが大好きだよ。」「生まれてきてくれてありがとう。」など，まるご

と受け止めたり，抱きしめたりすることもよいです。 
※ こどもの話をよく聞いて，よく見ることが秘訣です！

２ 他のこどもと比べない 
◎ 他者の評価を気にしすぎないためにも大切です。「お兄ちゃんだから。」「お姉ちゃ
んは，そんなことなかったよ。」きょうだいでも比べるのは避けましょう。

３ こどもに選択させる 
◎ こどもに選ばせる機会を作りましょう。こどもが選んだ結果を肯定的に受け入れ
ましょう。中学生になると，進路選択があります。少しずつ「自分で選ぶ」ことを
取り入れていきましょう。

◇ 『『自自己己肯肯定定感感』』をを育育ももうう

◇ 『『自自己己肯肯定定感感』』をを高高めめるるたためめににはは

「自分には，価値があるんだ」「自分は愛されているんだ」と，自分の
価値や存在感を前向きに受け止めることができる感情や感覚のこと。 

ほめるところがないのですが。 

「当たり前にできていること」をほめてはどうでしょうか？ 

「できて当たり前」と言わずに，当たり前のことが当たり前にでき

ることも大切な力です。伸びしろがいっぱい！と考えてもよいので

はないでしょうか。 
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